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市
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⼰
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概
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⽇
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︓
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1⽉
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⽇
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⽇
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1.
【
Pl
an
】
協
議
会
等
が
⽬
指
す
地
域
公
共
交
通
の
姿

2

【
沿
線
地
域
の
特
性

】
・
恵
那
市
・
中
津
川
市
は
、
山
間
地
が
多
く
を
占
め
、
岐
阜
県
東
濃
地
域
に
位
置
し
て
い
る
。

・
恵
那
市
の
人
口
は
46
,9
48
人
、
中
津
川
市
阿
木
地
域
の
人
口
は
1,
96
9人

（
令
和
5年

12
月
1日

現
在
）

計
画
の
目
標

明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
計
画

（
計
画
期
間
：
令
和
元
年
～
８
年
度
）

【
基
本
的
な
方
針
】

多
く
の
担
い
手
が
連
携
し
、

多
く
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

お
で
か
け
で
き
る
ま
ち

公
共
交
通
を
「
支
え
る
」
「
活
用
す
る
」

目
標

地
域
住
民
の
活
動
促
進

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通

目
標

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

域
外
か
ら
来
た
人
や
高
齢
者
が
抵
抗
な
く

目
標

自
然
に
移
動
で
き
る
環
境
の
整
備

フ
ィ
ー
ダ
ー
路
線

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

図



2.
【
D
o】
⽬
標
達
成
に
向
け
た
取
組
み
状
況

3

◆
目
標
達
成
の
た
め
の
事
業
内
容

◆
●
・
・
具
体
的
取
組
有
り

R
5
取

組
状

況
R
5
達

成
状
況

事
業

施
策

目
標

鉄
道

の
乗

客
を
園

児
や
地

元
団

体
が

お
出

迎
え

〇
1
.観

光
列

車
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

市
民

に
よ
る
活
動

1
.公

共
交

通
を

「
活

用
」
す

る
市

民
の

意
識

づ
く
り

【
目

標
１
】

公
共

交
通

を
「
支

え
る

」
「
活

用
す

る
」
地

域
住

民
の

活
動

促
進

J
R
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ

、
F
D
G
、
大

正
村

フ
ォ
ト
ロ
ゲ

、
み

の
じ
の

み
の

り
祭

り
、
全

国
山

城
サ

ミ
ッ
ト
、

W
R
C
、
光

秀
誕

生
日

等
と
連

携
〇

2
.地

域
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
た
公
共
交
通
の
活
用

S
L
乗

車
体

験
（
年

5
回

4
3
6
名

参
加

）
、
ふ
れ
あ
い

イ
ベ
ン
ト
3
0
0
名

参
加

S
L
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
加
入
促
進

〇
3
.Ｓ

Ｌ
の

復
元

を
通

じ
た
地

域
づ

く
り

7
月

よ
り
商

業
施

設
2
F
に
「
恵

那
未

来
キ
ャ
ン
パ
ス
」
開

設
。
2
0
時

ま
で
利

用
可

能
〇

4
.待

合
時

間
を
有

効
活

用
で
き
る
結

節
点

明
知
鉄
道
連
絡
協
議
会
、
交
通
会
議
に
て
情
報
発
信
、
高
校
生
ポ
ス
タ
ー
制
作
（駅

舎
掲
示
）

〇
1
.明

知
鉄
道
が
有
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
の
発
信

2
.公

共
交

通
を

「
支

え
る

」
市

民
の

活
動

促
進

地
域
住
民
に
よ
る
景
観
整
備
、
阿
木
高
、
恵
那
農
業
高
生
に
よ
る
駅
舎
装
飾

●
2
.沿

線
環

境
の

整
備

グ
リ
ー
ン
会
員
証
、
明
知
鉄
道
1
日
乗
車
券
（
市
内
バ
ス
無
料
）
の
販
売

〇
3
.収

入
源

の
拡

大

1
2
月
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
公
共
交
通
利
用
促
進
ブ
ッ
ク
制
作
配
布
、
バ
ス
乗
り
方
動

画
の
配
信
、
公
共
交
通
乗
り
方
教
室
の
開
催

●
4
.モ

ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

推
進

ま
ち
な
か
巡
回
バ
ス
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
運
行
拡
充

●
1
.恵

那
駅

周
辺

で
の

循
環

線
の

新
設

1
.地

域
全

体
の

総
合

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の

形
成

【
目

標
２
】

持
続

可
能

な
地

域
公

共
交

通
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
の

形
成

上
矢
作
地
区
、
明
智
地
区
、
旧
恵
那
市
区
、
ま
ち
な
か
線
の
見
直
し

●
2
.バ

ス
路

線
の

見
直

し

準
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ
一

部
設

定
、
交

通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
受

託
、
バ
ス
事

業
開

始
●

3
.明

知
鉄

道
の

１
時

間
１
本

化

鐡
道

施
設

の
整

備
、
バ
ス
車

両
の

更
新

〇
1
.施

設
の

更
新

2
.快

適
な

公
共

交
通
利
用
環
境
の
整
備

未
検
討

2
.Ｐ

＆
Ｒ
、
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の

推
進

明
知

鉄
道

1
日

乗
車

券
（
市

内
バ
ス
無

料
）
の

販
売

今
後

鉄
道

も
含

め
て
検

討
△

3
.鉄

道
・
バ
ス
共

通
１
日

乗
車

券
の

発
売

恵
那

峡
線

、
大

井
町

東
・
西

線
を

地
域

公
共

交
通

会
議

の
協

議
路

線
と
し
今

後
一

体
的

な
利

用
促

進
を
実

施
す
る

〇
1
.恵

那
峡

線
・
大

井
町

東
線

・
大
井

町
西

線
・
明

智
線

の
改

善
・
利

用
促

進
3
.関

係
者

と
の

連
携
強
化

令
和
5
年
度
よ
り
明
智
線
を
維
持
す
る
た
め
、
東
濃
鉄
道
・恵

那
市
・瑞

浪
市
で
協
定
締
結

〇
2
.隣

接
自

治
体

と
の

関
係

強
化

・
組

織
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
充
実

1
日

乗
車

券
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

を
R
5
/
3
月

に
開

始
●

1
.運

賃
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

1
.当

地
域

に
適

し
た

M
aa
Sの

実
現

【
目

標
３
】

域
外

か
ら

来
た

人
や

高
齢

者
が
抵
抗

な
く

自
然

に
移

動
で

き
る

環
境

の
整
備

恵
那

市
交

通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
（
人

・
W
E
B
)を

R
4
/
1
0
月

か
ら
運

用
開

始
し
拡
充

●
2
.人

と
ア
プ
リ
に
よ
る
「
交

通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」

市
交

通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
内

で
公

共
交

通
を
利

用
し
た
「
小

旅
」
コ
ー
ス
を
設

定
●

3
.日

帰
り
旅

コ
ー
ス
の

設
置

・
運

用

市
内

バ
ス
1
日

乗
車

券
を
R
5
/
3
月

発
売

。
ワ
ン
コ
イ
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の

発
売

●
4
.定

額
制

乗
り
放

題
運

賃
・
年

間
パ
ス
ポ
ー
ト

市
自

主
運

行
バ
ス
と
東

濃
鉄

道
営

業
路

線
の

運
賃

の
統

一
を
R
5
/
3
月

に
開

始
●

5
.モ

ー
ド
を
跨

い
だ

運
賃

設
定

A
I
画

像
認
識

技
術

で
映

像
を

数
値

に
変

換
し

た
移

動
デ

ー
タ

の
可

視
化

を
導

入
●

6
.移

動
デ
ー
タ
の

取
得

未
検
討

1
.駅

舎
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

2
.バ

リ
ア
フ
リ
ー

化
を

通
じ
た

サ
ー

ビ
ス

ア
ッ
プ

（
現

状
維

持
か
ら
発

展
へ
）

未
検
討

2
.ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
車

掌
の

創
設

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
イ
ト
内

一
部

外
国

語
対

応
。
バ
ス
系

統
番

号
を
全

バ
ス
車

両
に
設

置
〇

3
.外

国
語

案
内

・
バ
ス
系

統
番

号
の

表
示

乗
り
方
教
室
や
料
理
列
車
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
チ
ラ
シ
の
配
布

〇
1
.観

光
列

車
と
広

報
・
周

知
の

充
実

3
.観

光
列

車
の

推
進

事
業

1
-1

-1
〇

2
.観

光
列

車
や
イ
ベ
ン
ト
で
の

市
民

に
よ
る
活

動
（
再

掲
）



2.
【
D
o】
⽬
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
主
な
具
体
的
取
組

4

◆
具
体
的
な
取
組
内
容
1

沿
線
地
域
住
民
の
意
識
醸
成
・
共
有

◆

目
標

：
公
共
交
通
を
「
支
え
る
」
「
活
用
す
る
」
地
域
住
民
の
活
動
促
進

【
沿

線
環

境
の

整
備

・
S
L
の

復
元

を
通

じ
た

地
域

づ
く

り
】

★
毎
年

高
校

生
に

よ
る

駅
装

飾
活

動
等

に
よ

り
、

乗
客

の
駅

で
の

滞
在

時
間

が
長

く
な

っ
た

・
阿

木
高

校
・

・
ク

リ
ス

マ
ス

に
合

わ
せ

て
駅

装
飾

及
び

待
合

室
の

座
布

団
設

置
・
恵
那
南
高
校
・
・

明
知

鉄
道

応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ポ
ス
タ
ー
制

作
・

恵
那

農
業

高
校

・
・

季
節

ご
と

に
恵

那
駅

に
季

節
に

合
わ

せ
た

植
栽

★
S
L
復
元
検
討
委
員
会
設
置

（
R
5
/
1
1
)R

6
末

ま
で
に
調

査
・
検

討
し
復

元
の

可
否

の
判

断
を
す
る
。

【
モ

ビ
リ

テ
ィ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

の
推

進
】

★
公

共
交

通
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
（

年
1
回

開
催

）
を

開
催

し
、

沿
線

住
民

に
向

け
て

公
共

交
通

の
実

態
を

知
っ

て
も

ら
う

、
考

え
て

も
ら

う
き

っ
か

け
作

り
を

行
う

。
R
5
年

度
は

明
智

会
場

で
実

施
し

、
1
5
0
名

の
参

加
を

見
込

ん
で

い
た

が
2
0
0
名

を
超

え
る

参
加

。
路

線
再

編
を

し
た

地
域

で
も

あ
り

、
感

心
の

高
さ

が
窺

え
た

★
恵

那
市

の
公

共
交

通
利

用
促

進
冊

子
（

沿
線

公
共

交
通

機
関

、
時

刻
、

運
賃

、
乗

り
方

等
）

を
作

成
し

1
1
月

に
全

戸
配

布
。

ま
た

、
バ

ス
の

乗
り

方
動

画
を

Y
o
u
T
u
b
e
等

で
配

信
し

利
用

促
進

を
図

っ
た

★
冊

子
及

び
動

画
な

ど
を

活
用

し
て

状
況

に
応

じ
た

バ
ス

の
乗

り
方

教
室

を
実

施
〇

小
学

校
・

・
2
校

〇
路

線
再

編
地

区
等

・
・

1
5
回

〇
イ

ベ
ン

ト
・

・
5
回



2.
【
D
o】
⽬
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
主
な
具
体
的
取
組

5

◆
具
体
的
な
取
組
内
容
２

交
通
体
系
の
整
備
・
官
民
共
創

◆

目
標

：
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

【恵
那
駅
周
で
の
循
環
線
新
設
】

★
昨

年
6
月
ま

ち
な

か
巡

回
バ

ス
の

運
行

開
始

。
日

常
使

い
に

定
着

し
、

対
前

年
比

3
0
％

増
加

★
昨

年
8
月

、
公

共
交

通
機

関
を

補
完

す
る

目
的

で
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

を
設

置
日

常
使

い
に

定
着

し
、

対
前

年
比

1
5
％

増
加

更
な

る
効

果
と

し
て

観
光

利
用

に
使

わ
れ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

た
め

、
1
0
月

か
ら

新
た

に
観

光
地

に
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
を

増
設

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

数
・

・
当

初
5
箇

所
設

置
⇒

現
在

1
3
箇

所
に

増
設

。

【
バ

ス
路

線
の

再
編

】
★

旧
恵

那
地

域
市

内
は

新
規

４
路

線
、

路
線

延
長

５
路

線
★

阿
木

地
域

小
学

生
が

乗
車

で
き

る
時

間
帯

に
変

更
★

明
智

地
域

ま
ち

な
か

巡
回

線
と

デ
マ

ン
ド

路
線

の
導

入
★
上
矢
作
地
域

デ
マ
ン
ド
路
線
の
導
入

※
明

智
・

上
矢

作
地

域
は

フ
ィ

ー
ダ

ー
路

線
★

民
間

の
バ

ス
路

線
を

交
通

会
議

の
協

議
路

線
化

【
恵

那
市

バ
ス

運
賃

の
見

直
し

】
★

運
賃

の
統

一
市

内
1
乗

車
2
0
0
円

（
デ

マ
ン

ド
交

通
3
0
0
円

）
←

距
離

制
運

賃
を

市
内

全
路

線
統

一
★

定
期

券
の

再
設

定
バ

ス
定

期
1
ヶ

月
5
,
0
0
0
円

（
←

 
最

大
1
8
,
0
0
0
円

だ
っ

だ
）

★
運

賃
の

割
引

7
5
歳

以
上

と
免

許
返

納
者

に
対

し
て

ワ
ン

コ
イ

ン
パ

ス
ポ

ー
ト

の
発

行
年

間
2
,
0
0
0
円

の
パ

ス
ポ

ー
ト

を
購

入
し

提
示

す
る

と
1
乗

車
1
0
0
円

（
免

許
返

納
者

は
1
回

に
限

り
無

料
で

パ
ス

ポ
ー

ト
贈

呈
）

市
内

バ
ス

1
日

フ
リ

ー
乗

車
券

販
売

5
0
0
円

明
知

鉄
道

1
日

フ
リ

ー
切

符
で

当
日

に
限

り
、

市
内

バ
ス

全
路

線
も

1
日

無
料

で
乗

車

【
明

知
鉄

道
の

機
能

強
化

】
★
運
行
時
刻
の

準
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ
一

部
設

定
★
恵
那
市
の
交
通
総
合
案
内
所

「
恵

那
市

交
通

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事

業
」
を
受

託
★
一

般
乗

合
旅

客
自

動
車

運
送

事
業

を
開

始
し
恵

那
市

自
主

運
行

バ
ス
の

明
智

地
区

路
線

の
運

行
を
令

和
5
年

4
月

1
日

よ
り
開

始

地
域

と
協

議
を

重
ね

再
編



2.
【
D
o】
⽬
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
主
な
具
体
的
取
組

6

◆
具
体
的
な
取
組
内
容
３

移
動
環
境
の
整
備
・
周
知

◆

目
標

：
域
外
か
ら
来
た
人
や
高
齢
者
が
抵
抗
な
く
自
然
に
移
動
で
き
る
環
境
の
整
備

【
人

と
W
E
B
に

よ
る

「
交

通
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

」
の

設
置

】

公
共

交
通

の
利

用
促

進
・

利
便

性
向

上
の

た
め

、
R
4
年

1
0
月

か
ら

「
電

話
相

談
窓

口
」

と
「

公
共

交
通

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
」

の
2
本

立
て

で
移

動
に

対
す

る
お

困
り

ご
と

を
解

決
す

る
「

交
通

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
」

を
開

設

●
恵
那
市
交
通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

ht
tp
s:
//w

w
w.
en
a-
tra
ns
po
rta
l.n
et

●
恵
那
市
交
通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

公
式
LI
NE
ア
カ
ウ
ン
ト

ht
tp
s:
//l
in
.e
e/
lF
m
VN

Em

【
移

動
環

境
の

整
備

】
★

明
知

鉄
道

恵
那

駅
、

岩
村

駅
、

明
智

駅
に

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
の

設
置

★
バ

ス
1
日

フ
リ

ー
乗

車
券

の
オ

ン
ラ

イ
ン

決
済

及
び

デ
マ

ン
ド

バ
ス

予
約

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
（

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
サ

イ
ト

）
★
バ
ス

車
両

に
路

線
番

号
を

表
示

★
恵

那
市

内
全

バ
ス

停
に

バ
ス

停
ご

と
の

二
次

元
バ

ー
コ

ー
ド

シ
ー

ル
を

設
置

★
バ

ス
車

両
入

に
カ

メ
ラ

を
設

置
し

、
A
I
画

像
認

識
技

術
に

よ
る

映
像

を
数

値
に

変
換

し
た

移
動

デ
ー

タ
を

可
視

化
し

て
路

線
再

編
等

に
活

用
※

R
6
年

1
月

か
ら

、
明

知
鉄

道
の

全
車

両
に

同
様

の
カ

メ
ラ

を
設

置
★
複

数
事

業
者

が
設

置
し

て
い

る
同

名
バ

ス
停

を
1
本

化
し

、
時

刻
表

を
見

や
す

く
整
理

95
 

78
 

77
 

67
 

72
 

75
 

83
 

87
 

3,
35

3 
3,

12
9 

3,
83

0 
3,

23
6 

3,
24

6 
5,

60
5 14

,0
00

 16
,0

00
 

0

10
,0
00

20
,0
00

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

R
5
 
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

利
用

件
数

電
話

W
EB

サ
イ

ト



3.
【
Ch
ec
k】
計
画
の
⽬
標
の
達
成
状
況
と
そ
の
理
由
に
つ
い
て
の
考
察

7

地
域
公
共
交
通
計
画
に
お
け
る
目
標

・
明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
計
画
に
定
め
て
あ
る
評
価
指
標
に
よ
り
確
認
を
行
う
。

達
成
度

Ｒ
8
目
標
値

Ｒ
5
実
績

Ｒ
4実

績
H2
9実

績
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
指
標

6
3
％

→
1
1
団

体
7
団

体
（

R
4
実

績
）

7
団

体
（

R
3
実

績
）

→
6
団

体
公

共
交

通
を

「
活

用
」

す
る

団
体

数
目
標
１

公
共

交
通

を
「

支
え

る
」

「
活

用
す

る
」

地
域
住
民
の
活
動
促
進

1
2
3
％

→
3
0
人

/
年

3
7
人

/
年

（
R
4
実

績
）

1
6
人

/
年

（
R
3
実

績
）

→
0
人

/
年

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

運
転

手
養

成
講

座
の

参
加
者
数

8
9
％

→
9
校

8
校

7
校

→
7
校

公
共

交
通

な
ど

で
、

沿
線

４
高

校
に

通
え

る
中

学
校

数
目
標
２

持
続

可
能

な
地

域
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

1
0
1
％

→
9
6
.
0
%

9
7
.
0
%

9
5
.
1
%

→
9
4
.
6
%

自
主

運
行

バ
ス

利
用

者
満
足

度

8
0
％

→
16
,0
00
人

12
,8
40
人

（
R
4
実

績
）

3
,
9
9
9
人

（
R
3
実

績
）

→
1
6
,
2
2
2

人
観

光
に

よ
る

公
共

交
通

利
用

者
数

（
観

光
列

車
、

日
帰

り
旅
コ

ー
ス

）
（
4月

～
翌

年
3
月
締

）
目
標
３

域
外

か
ら

来
た

人
や

高
齢

者
が

抵
抗

な
く

自
然

に
移

動
で

き
る

環
境

の
整
備

8
1
％

→
9
0
0
枚

7
3
3
枚

（
R
4
実

績
）

6
7
6
枚

（
R
3
実

績
）

→
9
6
3
枚

グ
リ

ー
ン

会
員

証
の

発
売

枚
数

（
4
月
～
翌
年
3月

締
）

67
％

79
％

30
枚

26
0枚

20
枚

20
5枚

13
枚

24
枚

26
0枚

う
ち

上
矢
作
地
区
(フ

ィ
ー
ダ
ー
)

明
智
地
区
(フ

ィ
ー
ダ
ー
)

達
成
度

Ｒ
8
目
標
値

Ｒ
5実

績
Ｒ
4実

績
H2
9実

績
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標

7
1
％

→
3
8
4
,
0
0
0
人

/
年

2
7
2
,
0
8
7
人

/
定

期
外

1
2
8
,
9
6
7
人

/
年

通
勤

定
期

1
0
,
9
9
0
人

/
年

通
学

定
期

1
3
2
,
1
3
0
人
/
年

（
R
4
実

績
）

2
5
3
,
3
5
4
人

/
定
期
外
96
,3
66
人
/年

通
勤

定
期

1
1
,
6
2
8
人

/
年

通
学

定
期

1
4
5
,
3
6
0
人
/
年

（
R
3
実

績
）

→

3
8
0
,
8
8
9
人

/
年

定
期

外
1
6
2
,
4
8
9
人

/
年

通
勤

定
期

1
4
,
0
4
0
人

/
年

通
学

定
期

2
0
4
,
3
6
0
人
/
年

１
．
基
幹
路
線
（
明
知
鉄
道
）
の

年
間
利
用
者
数

（
4
月
～
翌
年
3月

締
）

5
1
％

→
2
0
4
,
0
0
0
人

/
年

1
0
4
,
6
6
1
人

/
（

R
5
実

績
）

1
1
9
,
5
6
1
人

/
年

（
R
4
実

績
）

→
2
2
0
,
1
1
7
人

/
年

２
．
広
域
幹
線
・
幹
線
・
市
街
地

循
環
線
の
年
間
利
用
者
数

（
前

年
1
0
月

～
9
月

締
）

9
3
％

→
1
0
1
,
0
0
0
人

/
年

78
,9
67
/年

（
R
5
実

績
）

8
4
,
3
8
6
/
年

（
R
4
実

績
）

→
1
1
7
,
7
3
2
人

/
年

（
達

成
度

9
7
%
）

３
．
地
域
路
線
の
年
間
利
用
者
数

（
前

年
1
0
月

～
9
月

締
）
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自
己
評

価

満
足
度
（
目
標
値
9
6
％
）

収
支
率
（
目
標
値
20
％
）

利
用
者
数
（
単
位
：
人
）

R５ 年
度

R４ 年
度

R3 年
度

R2 年
度

R５ 年
度

R４ 年
度

R3 年
度

達
成
率

R
8

目
標
値

R５ 年
度

R４ 年
度

R3 年
度

B
₂

9
7
.
0
%

9
5
.
1 ％

8
3
.
1
％

91
.
0
%

10
.4
%

15
.3
%

19
.1
%

63
.6
%

1
82
,0
0
0

11
5,
70

3
13
7,
64

1
14
3,
11

1
全
体

（
広
域
幹
線
を
除

く
）

B
₂

9
6
.
0
%

9
5
.
5 ％

7
9
.
5
％

10
0
％

12
.9
%

27
.0
%

19
.8
%

93
.4
%

21
,2
17

19
,8
07

19
,1
54

19
,3
66

大
井
長
島
地
域

（
市
街
地
地
区
）

旧 恵 那 地 区

自 主 運 行 バ ス

B
₂

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%
※
1

10
0
%

6.
5%

6.
9%

5.
9%

92
.7
%

75
2

6
97

73
2

29
7

東
野
地
域

B
₂

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

83
.
3
%

17
.7
%

19
.1
%

37
.1
%

59
.7
%

23
,9
25

14
,2
87

15
,2
24

14
,6
62

三
郷
地
域

B
₂

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

83
.3

%
※
1

19
.1
%

28
.0
%

33
.0
%

67
.3
%

17
,7
72

11
,9
60

14
,0
22

15
,4
36

武
並
地
域

B
₂

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%
※
1

10
0
%
※
1

16
.2
%

20
.7
%

30
.0
%

61
.7
%

17
,8
08

10
,9
79

14
,6
58

15
,6
51

笠
置
地
域

B
₂

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

76
.
9
%

24
.6
%

35
.8
%

31
.7
%

65
.1
%

31
,6
26

20
,5
85

22
,5
64

20
,9
11

中
野
方
地
域

B
₂

9
0
.
8
%

9
0
.
5
%

8
3
.
3
%
※
1

83
.3

%
※
1

10
.9
%

22
.6
%

23
.4
%

76
.9
%

6
,1
00

4,
69
3

5,
27
1

5,
30
6

飯
地
地
域

B
₂

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

83
.
3
%

10
.5
%

11
.1
%

13
.0
%

20
.0
%

31
1

62
13
2

22
4

岩
村
地
域

B
₂

8
0
.
0
%

7
5
.
0
%

7
5
.
0
%
※
1

75
.
0
%

4.
5%

(1
3.
9%
）

5.
8%

(
22
.4
%)

5.
7%

(
22
.1
%)

86
.4
%

4,
23
6

3
,6
61

（
5
82

）
4,
27
1

(6
29
)

4,
25
4

(7
05
)

山
岡
地
域

（
内
数
デ
マ
ン
ド
）

B
₂

1
0
0
%

1
0
0
%

8
5
.
7
%

10
0
%

7.
3%

（
4
.5
%
）

21
.5
%

23
.0
%

31
.1
%

29
,5
12

9,
17
8

8,
55
6

62
2

（
12
0
）

20
,3
28

24
,0
10

【
フ
ィ
ー
ダ
ー
】

明
智
地
域

上
期

下
期

（
内
数
デ
マ
ン

ド
）

B
1

1
0
0
%

1
0
0
%

1
0
0
%

10
0
%

6.
1%

6.
0%

6.
0%

88
.0
%

9
,6
30

8,
48
2

8,
39
8

9,
28
7

串
原
地
域

B
₂

8
8
.
0
%

8
0
.
0
%

6
6
.
6
%

10
0
%

3.
9%

（
5
.2
%
）

5.
4%

5.
4%

45
.3
%

1
5,
23
2

6
,8
98

3
,8
00

3
,0
98

（
99
）

8,
44
8

9,
89
2

【
フ
ィ
ー
ダ
ー
】

上
矢
作
地
域

上
期

下
期

（
内
数
デ
マ
ン
ド
）

※
1

回
答

が
無

か
っ

た
た

め
追

加
調

査
に

よ
る

。

評
価

基
準

A 
︓

利
⽤

者
が

前
年

の
1.

01
倍

以
上

、
収

⽀
率

、
満

⾜
度

が
⽬

標
値

以
上

の
場

合
B₁

︓
利

⽤
者

が
前

年
の

1.
01

倍
以

上
、

⼜
は

収
⽀

率
が

前
年

を
越

え
た

場
合

B₂
︓

利
⽤

者
及

び
収

⽀
率

が
前

年
を

下
回

る
が

、
満

⾜
度

が
80

%
以

上
の

場
合

C 
︓

利
⽤

者
及

び
収

⽀
率

が
前

年
を

下
回

り
、

満
⾜

度
も

80
%

以
下

の
場

合
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自
己

評
価

満
足
度
（
目
標
値
9
6
％
）

収
支
率
（
目
標
値
20
％
）

利
用
者
数
（
単
位
：
人
）

Ｒ
５

年
度

Ｒ
４

年
度

Ｒ
3

年
度

R2 年
度

Ｒ
5

年
度

Ｒ
4

年
度

R3 年
度

達
成
率

R8
目
標
値

Ｒ
5

年
度

Ｒ
4

年
度

R3 年
度

B
2

1
00
%

1
00
%

1
00
%

1
00
%

6
.1
%

7
.1
%

5
.8
%

1
34
.0
%

1
,7
54

2
,3
56

2
,6
06

1
,7
17

阿
木
地
域

有 償 運 送

B
2

1
00
%

1
00
%

1
00
%

1
00
%

4
.0
%

7
.4
%

7
.7
%

1
10
.2
%

1
,2
44

1
,3
72

1
,2
11

1
,4
03

い
い
じ

里
山
バ
ス

B
1

1
00
%

1
00
%

8
3.
3%

1
00
%

5
.9
%

4
.8
%

4
.3
%

7
7.
9%

8
81

6
86

6
22

6
95

く
し
ば
す

評
価

基
準

A 
︓

利
⽤

者
が

前
年

の
1.

01
倍

以
上

、
収

⽀
率

、
満

⾜
度

が
⽬

標
値

以
上

の
場

合
B₁

︓
利

⽤
者

が
前

年
の

1.
01

倍
以

上
、

⼜
は

収
⽀

率
が

前
年

を
越

え
た

場
合

B₂
︓

利
⽤

者
及

び
収

⽀
率

が
前

年
を

下
回

る
が

、
満

⾜
度

が
80

%
以

上
の

場
合

C 
︓

利
⽤

者
及

び
収

⽀
率

が
前

年
を

下
回

り
、

満
⾜

度
も

80
%

以
下

の
場

合

目
標

達
成

状
況

に
つ

い
て

の
考

察

・
R5
年
度
は
4月

に
大
幅
な
路
線
再
編
を
実
施
し
、
上
期
(R
4/
10
-R
5/
3)
は
旧
路
線
、
下
期
(R
5/
4-
R5
/9
)は

新
路
線
と
な
り
、
前
年

と
の
比
較
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

・
大
幅
に
利
用
者
数
が
減
少
し
た
明
智
地
域
路
線
（
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
路
線
）
は
、
路
線
再
編
に
よ
り
小
中
学
生
が
通
学
利
用
し
て
い
た

定
時
定
路
線
、
年
間
20
,0
00
人
ほ
ど
が
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
移
行

し
た
こ
と
に
よ
り
通
年
の
半
数
に
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
再
編
後

は
、
ま
ち
な
か
巡
回
及
び
地
域
か
ら
の
デ
マ
ン
ド
に
よ

り
一
般
利
用
が
徐
々
に
浸
透
し
増
加
傾
向
に
あ
る
。

・
上
矢
作
線
（
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
路
線
）
及
び
そ
の
他
の
路
線
に
つ
い
て
は
、
少
子
化
に
よ
り
通
学
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
利
用
者
数
が

減
少
し
て
い
る
。

・
（
基
幹
路
線
）
明
知
鉄
道
の
利
用
者
数
は
、
前
年
よ
り
10

7％
と
増
加
傾
向
で
あ
り
、
観
光
に
よ
る
公
共
交
通
利
用
者
数
も
増
加
し
、
コ

ロ
ナ
前
の
利
用
者
数
で
あ
る
目
標
値
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、
通
勤
や
通
学
は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
人
口
減
少
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
が
影
響
し
て
い
る
と
考
察
す
る
。
今
後
も
バ
ス
と
連
携
し
、
時
刻
や
路
線
再
編
に
よ
り
公
共
交
通
を
利
用

し
た
通
学
可
能
な
中
学
を
増
や
し
た
り
、
高
校
生
の
通
学
支
援
策
に
よ
り
、
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
。

・
明
知
鉄
道
の
グ
リ
ー
ン
会
員
証
は
、
地
域
協
議
会
や
民
生
委
員
協
議
会
、
壮
健
ク
ラ
ブ
等
で
の
周
知
に
よ
り
前
年
よ
り
増
加
。

・
（
広
域
～
地
域
路
線
）
バ
ス
利
用
者
数
は
、
前
年
よ
り
減
少
傾
向
（
原
因
は
前
述
）
に
あ
る
が
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る
団
体
や
バ
ス

利
用
者
満
足
度
は
、
維
持
又
は
増
加
傾
向
で
あ
る
。
現
在
の
利
用
者
数
は
、
昨
年
度
同
月
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
、

R6
年
度
の
年
間
利

用
者
数
は
約
13
2,
00
0人

以
上
を
見
込
ん
で
い
る
。
利
用
者
の
満
足
度
だ
け
で
な
く
、
不
満
等
に
も
注
視
し
、
各
地
域
と
協
議
を
行
い
改

善
し
て
、
路
線
再
編
や
整
備
し
た
移
動
環
境
を
更
に
PR
し
て
利
用
者
の
拡
大
を
図
る
必
要
が
あ
る
。



4.
【
Ac
t】
計
画
⽬
標
の
達
成
に
向
け
た
今
後
の
取
組
⽅
針

の
作
成

10

・
R
5
年

4
月

か
ら

大
幅

な
路

線
再

編
を

行
っ

た
こ

と
か

ら
、

バ
ス

乗
り

方
教

室
や

イ
ベ

ン
ト

を
通

じ
て
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
取
組
み
を

積
極

的
に

行
う

。
ま

た
、

1
年

経
過

後
に

効
果

な
ど

か
ら

令
和

6
年

度
中

に
目
標
値
の
見
直
し

を
行
う
。

・
移
動
可
視
化
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
、
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
な
ど

複
数
の
交
通
モ
ー
ド
に
よ
っ
て
公
共
交
通
網
を
一
体
的

に
構
築
し
、
実
情
に
合
っ
た
持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
す
。

目
標

：
公

共
交

通
を

「
支

え
る

」
「

活
用

す
る

」
地

域
住

民
の

活
動

促
進

・
公
共
交
通
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

12
月

・
乗
り
方
教
室
（
地
域
・
学
校
・
イ
ベ
ン
ト
）
の
開
催
・
・
通
年

・
公
共
交
通
を
活
用
し
た

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

の
開
催
・
・
3月

か
ら

・
高
校
生
と
コ
ラ
ボ
し
た

公
共
交
通
利
用
促
進
PR
活
動

目
標

：
持

続
可

能
な

地
域

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
・
移
動
可
視
化
デ
ー
タ
に
よ
る
、
一
体
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編

（
バ
ス
・
鉄
道
・
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
）

・
上
矢
作
線
、
明
智
地
域
路
線
の
再
編

・
高
校
生
の
通
学
支
援

・
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
検
討
（
利
用
可
視
化
デ
ー
タ
を
基
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
移
設
や
増
設
等
）

・
共
通
乗
車
券
の
検
討

（
JR
、
明
知
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
）

目
標

：
域

外
か

ら
来

た
人

や
高

齢
者

が
抵

抗
な

く
自

然
に

移
動

で
き

る
環

境
の

整
備

・
恵
那
市
交
通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
機
能
強
化
と
拡
充

高
齢
者
等
「
お
手
軽
デ
マ
ン
ド
バ
ス
予
約
機
能
」
の
追
加

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
機
能
追
加

公
共
交
通
を
利
用
し
た
旅
コ
ー
ス
の
増
設

・
各
施
設
と
連
携

し
た
利
用
促
進
（
周
知
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
お
得
利
用
策
）

今
後
の
取
組
方
針

地
域

と
共

に
検

討
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今
後

の
対

応
方

針
事

業
評

価
結

果
の

反
映

状
況

（
具

体
的

対
応

内
容

）
二

次
評

価
結

果
年

度

こ
れ

ま
で

の
利

用
促

進
に

加
え

て
、

交
通

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
か

ら
の

意
見

を
反

映
さ

せ
る

こ
と

や
新

た
な

周
知

方
法

を
加

え
る

な
ど

、
更

な
る

利
用

促
進

の
充

実
を

図
る

。

モ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
の

推
進

と
し

て
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
、

公
共

交
通

利
用

促
進

冊
子

の
制

作
配

布
、

バ
ス

の
乗

り
方

動
画

の
配

信
を

行
っ

た
。

ま
た

、
冊

子
や

動
画

を
用

い
て

乗
り

方
教

室
や

高
齢

者
が

集
う

サ
ロ

ン
、

小
学

生
を

対
象

に
広

く
周

知
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
や

企
画

乗
車

券
の

発
行

、
交

通
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

の
周

知
な

ど
、

利
用

促
進

に
努

め
て

い
た

だ
く

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。
前 回

地
域

や
利

用
者

か
ら

の
意

見
、

移
動

可
視

化
デ

ー
タ

、
委

託
事

業
者

か
ら

の
提

案
を

基
に

改
善

案
を

作
成

し
、

地
域

と
一

緒
に

検
討

を
行

う
。

移
動

可
視

化
デ

ー
タ

、
及

び
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

委
託

事
業

か
ら

の
毎

月
の

報
告

書
を

基
に

利
用

状
況

を
把

握
し

、
運

行
委

託
事

業
者

と
毎

月
定

例
会

を
開

き
改

善
に

向
け

た
検

討
を

し
て

い
る

。

次
年

度
運

行
開

始
を

予
定

し
て

い
る

明
智

地
域

の
バ

ス
に

つ
い

て
は

、
利

用
状

況
を

確
認

し
、

継
続

的
に

見
直

し
を

行
う

こ
と

を
ご

検
討

く
だ

さ
い

。

住
民

や
利

用
者

へ
の

周
知

は
継

続
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

、
引

き
続

き
H
P
や

広
報

誌
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

等
で

の
P
R
な

ど
多

様
な

手
段

に
よ

り
周

知
を

図
る
。

こ
れ

ま
で

の
運

賃
は

距
離

制
や

区
間

制
と

様
々

な
体

系
で

非
常

に
分

か
り

に
く

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

分
か

り
や

す
く

利
用

し
や

す
い

運
賃

制
度

に
見

直
し

を
行

っ
た

。
市

広
報

や
H
P
掲

載
に

加
え

て
、

市
議

会
へ

の
情

報
提

供
や

報
道

発
表

、
地

域
自

治
区

へ
の

説
明

会
、

民
生

委
員

会
や

壮
健

ク
ラ

ブ
の

会
議

で
説

明
を

行
い

周
知

徹
底

を
図
っ
た
。

令
和

５
年

度
３

月
以

降
に

予
定

し
て

い
る

わ
か

り
や

す
い

運
賃

の
仕

組
み

の
導

入
に

向
け

て
は

、
住

民
や

利
用

者
の

周
知

を
し

て
い

た
だ

き
、

持
続

可
能

な
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

な
が

る
こ

と
を

期
待

し
ま

す
。

※
前
回
：
令
和
５
年
３
月
１
０
日
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今
後

の
対

応
方

針
事

業
評

価
結

果
の

反
映

状
況

（
具

体
的

対
応

内
容

）
二

次
評

価
結

果
年

度

1
日

乗
車

券
等

の
オ

ン
ラ

イ
ン

決
済

や
A
I

画
像

認
識

技
術

を
駆

使
し

て
映

像
を

数
値

に
変

換
し

た
移

動
デ

ー
タ

の
可

視
化

を
導

入
し

て
い

る
。

来
年

度
以

降
は

取
得

困
難

で
あ

っ
た

、
バ

ス
・

鉄
道

の
乗

降
デ

ー
タ

と
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

の
利

用
デ

ー
タ

も
含

め
て

分
析

し
、

路
線

再
編

等
に

活
用

し
て

い
く

。

令
和

4
年

1
0
月

よ
り

、
公

共
交

通
の

利
用

促
進

・
利

便
性

向
上

の
た

め
、

1
0
月

か
ら

「
電

話
相

談
窓

口
」

と
「

公
共

交
通

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
」

の
2
本

立
て

で
移

動
に

対
す

る
お

困
り

ご
と

を
解

決
す

る
「

交
通

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
」

を
開

設
。

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
で

は
、

バ
ス

の
予

約
、

位
置

情
報

、
経

路
検

索
、

観
光

案
内

、
お

得
情

報
を

掲
載

し
て

運
用

を
開

始
し

た
。

次
年

度
以

降
に

予
定

し
て

い
る

わ
か

り
や

す
い

運
賃

の
仕

組
み

や
交

通
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

の
導

入
に

向
け

て
、

地
域

の
関

係
者

と
の

協
議

を
踏

ま
え

、
利

便
性

が
高

く
、

持
続

可
能

な
交

通
体

系
が

実
現

す
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

前 々 回

ま
ち

な
か

巡
回

バ
ス

及
び

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
の

利
用

デ
ー

タ
を

基
に

路
線

再
編

を
行
う
。

令
和

4
年

6
月

よ
り

ま
ち

な
か

巡
回

バ
ス

の
運

行
を

開
始

し
た

。
ま

た
、

ま
ち

な
か

巡
回

バ
ス

を
補

完
す

る
目

的
で

シ
ェ

ア
サ

イ
ク

ル
を

8
月

よ
り

導
入

し
た

。
利

用
デ

ー
タ

を
基

に
鉄

道
と

の
接

続
や

時
刻

再
編

を
行

っ
た

。

新
設

を
予

定
し

て
い

る
「

ま
ち

な
か

循
環

線
」

に
つ

い
て

は
運

行
開

始
後

に
、

利
用

状
況

を
確

認
し

、
継

続
的

に
見

直
し

を
行

う
こ

と
を

ご
検

討
下

さ
い

。

令
和

5
年

3
月

の
J
R
中

央
線

時
刻

改
正

に
合

わ
せ

て
、

大
き

く
時

刻
再

編
と

運
賃

の
改

正
を

行
い

利
便

増
進

を
図

る
。

計
画

に
基

づ
き

、
鉄

道
、

バ
ス

、
タ

ク
シ

ー
な

ど
複

数
の

交
通

モ
ー

ド
に

よ
っ

て
公

共
交

通
網

を
一

体
的

に
再

構
築

し
て

、
実

情
に

合
っ

た
持

続
可

能
な

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
目

指
す

た
め

に
、

路
線

及
び

運
賃

の
再

編
の

検
討

を
行
っ
た
。

明
知

鉄
道

沿
線

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
に

基
づ

き
、

明
知

鉄
道

の
利

便
性

向
上

を
着

実
に

実
施

し
、

J
R
中

央
本

線
と

の
接

続
改

善
や

支
線

交
通

手
段

と
の

連
携

強
化

を
進

め
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す
。

※
前
々
回
：
令
和
４
年
３
月
１
０
日
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計
画
の
評
価
と
検
証

計
画
の
評
価
・
検
証
、
改
善
策
の
検
討
は
、
毎
年
年
度
末
・
年
度
は
じ
め
に
開
催
さ
れ
る
明
知
鉄
道
沿
線

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
の
場
で
実
施
。

具
体
的
に
は
、
計
画
の
目
標
で
定
め
た
成
果
指
標
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
「
路
線
単
位

で
の
評
価
」
に
つ
い
て
も
確
認
を
行
う
。

目
標
値
が
達
成
で
き
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
要
因
を
分
析
し
、
改
善
策

を
検
討
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
（
計
画
→
実
行
→
評
価
→
改
善
）
に
よ
り
実
施
す
る
。

【
協
議
会
の
実
施
状
況
】

第
47
回
協
議
会
（
令
和
5年

度
第
1回

）
令
和
5年

5月
25
日

主
な
議
題

・
前
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
報
告

・
本
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並
び
に
予
算
（
案
）

・
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
計
画

・
明
知
鉄
道
生
活
交
通
改
善
事
業
計
画

第
48
回
協
議
会
（
令
和
5年

度
第
2回

）
令
和
6年

1月
11
日

主
な
議
題

・
明
知
鉄
道
沿
線
地
域
公
共
交
通
計
画
の
改
定

・
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
評
価

・
令
和
6年

度
活
動
方
針
（
案
）



明
知

鉄
道

沿
線

地
域

公
共

交
通

活
性

化
協

議
会

会
長

　
柘

植
 克

久
　

　
殿

中
 部

 運
 輸

 局
 長

 （
 公

 印
 省

 略
 ）

中
運

交
企

第
１

９
１

号

令
和

6
年

3
月

21
日

令
和

４
・５

年
度

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

の
二

次
評

価
に

つ
い

て
（通

知
）

　
日

頃
よ

り
国

土
交

通
行

政
に

ご
理

解
と

ご
協

力
を

賜
り

厚
く
御

礼
申

し
上

げ
ま

す
。

さ
て

、
先

般
報

告
さ

れ
た

標
記

事
業

に
か

か
る

一
次

評
価

に
つ

い
て

、
こ

れ
を

基
に

二
次

評
価

を
行

っ
た

た
め

、
別

紙

の
と

お
り

通
知

し
ま

す
。

な
お

、
二

次
評

価
結

果
は

協
議

会
等

に
お

い
て

共
有

す
る

と
と

も
に

、
次

年
度

以
降

の
計

画
等

に
反

映
い

た
だ

く
よ

う

お
願

い
し

ま
す

。

 【
問

合
せ

先
】

　
　

　
中

部
運

輸
局

交
通

政
策

部
　

交
通

企
画

課
  
  
　

　
　

　
　

  
  
  
T
E
L
：
0
5
2
-
9
5
2
-
8
0
0
6
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評
価

対
象

事
業

地
域

内
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

（
別

紙
）
中

部
運

輸
局

二
次

評
価

結
果

 令
和

６
年

３
月

２
１

日
付

け
中

運
交

企
第

１
９

１
号

通
知

自
治

体
・
協

議
会

名
明

知
鉄

道
沿

線
地

域
公

共
交

通
活

性
化

協
議

会

二
次

評
価

結
果

　
評

価
で

き
る

取
組

・
目
標
達
成
に
向
け
、
回
遊
性
を
高
め
る
「
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
」
の
運
行
開
始
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、
運
賃
施
策
な

ど
様
々
な
タ
イ
プ
の
取
組
を
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
評
価
し
ま
す
。

・
人
と
W
E
B
に
よ
る
「
交
通
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」
を
設
置
さ
れ
、
電
話
相
談
窓
口
と
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
二
本
立
て
で
、
地
域
外
か
ら
の

来
訪
者
や
高
齢
者
な
ど
様
々
な
方
々
に
対
し
、
利
用
し
や
す
く
抵
抗
な
く
移
動
し
て
も
ら
え
る
環
境
を
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
ま

す
。

　
期

待
す

る
取

組

・
令
和
５
年
４
月
に
大
幅
な
路
線
再
編
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
利
用
動
向
の
変
化
や
効
果
な
ど
の
情
報
収
集
と
分
析
に
努
め
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

・
今
後
の
取
組
方
針
に
沿
い
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
、
移
動
可
視
化
デ
ー
タ
の
活
用
、
交
通
モ
ー
ド
や
市
域
を
跨
い
だ

取
組
の
検
討
・
実
施
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
更
な
る
取
組
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
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